
【目的】食品中の残留農薬分析においてはﾎﾟ

ｼﾞﾃｨﾌﾞﾘｽﾄ制度の導入以降，多種多様な食品

と大幅に増加した農薬数への対応が求められ

ている。今回は自動前処理装置を用いた精製

の効率化を目的とし、固相ﾐﾆｶﾗﾑの種類と溶

出溶媒種類による農薬の回収率や夾雑成分の

除去効果の違いについて知見が得られたので

報告する。

【方法】1.自動前処理装置：STQ-L200，固相

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ：Smart-SPE（ｱｲｽﾃｨｻｲｴﾝｽ社製）

2.対象農薬：ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾘｽﾄ制度GC/MS対象混合

標準液22,31,34,48,51（関東化学社製）

3.測定条件：前回と同様（第97回日本食品衛

生学会講演要旨参照p.33）

【結果と考察】

１．PSAﾐﾆｶﾗﾑと溶出溶媒ｱｾﾄﾝ-ﾍｷｻﾝの比率

溶出溶媒ｱｾﾄﾝ-ﾍｷｻﾝの比率と回収率分布の

関係を下記に示す。

ｱｾﾄﾝ-ﾍｷｻﾝの比率は(3/7)～(15/85)まで

は、回収率への影響はほとんど見られなかっ

た。(5/95)でも多くの農薬が回収されること

が分かった。夾雑物に関してはｱｾﾄﾝの比率を

下げるほど精製効果としての機能が増し、

(15/85)で十分な精製効果を得ることが分か

った。特に、(5/95)に関しては更にその精製

効果を発揮し、夾雑物が多い食品においても

対応可能であると考えられたが、特に極性の

農薬で回収率が低下するものがあり、それら

はLC/MS(/MS)対象で測定するなどの検討が必

要であると思われる。

２．SAX・SI(ｼﾘｶｹﾞﾙ)・PSA・GCS(ｸﾞﾗﾌｧｲﾄｶｰ

ﾎﾞﾝ)＋PSAﾐﾆｶﾗﾑと溶出溶媒の比率

既に報告されている各種固相の夾雑物の除去

効果を基に本装置での実証実験を行った。各

固相と溶媒比率を夾雑物により適切に選択す

ることでその効果が得られた。

今回、固相ﾐﾆｶﾗﾑと溶出溶媒の種類による

農薬の挙動や夾雑成分の除去効果について得

られた知見は、その他の多成分一斉分析や個

別分析・確認分析においても応用できるもの

と考えられる。
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試料 10g (穀類5g, 抹茶2g  + 水 10mL）
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《自動前処理装置》

表１．回収率分布表

(3/7) (1/4) (15/85) (1/9) (5/95) (0/100)
％以上-未満 (30%) (20%) (15%) (10%) (5%) (0%)

30-50 7 7 8 10 15 31

50-70 13 14 15 16 23 29

70-120 246 245 244 239 216 66

溶出溶媒ｱｾﾄﾝ-ﾍｷｻﾝ比率　上（ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ比）　下(ｱｾﾄﾝ含有率）
回収率

（単位：成分）


